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（寛政6（1794）年

カ） 
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＝関連行事＝ 
・展示案内 
展示資料について文化課の職員が案内します。 

 
【日程】 
5/25（土）、6/1（土） 
各11：30～、13:30～(15分程度) 
 

９：00～17：00(休館日：月曜日) 

小形仿製鏡 

（弥生時代） 

須恵器 平瓶 

（古墳時代） 
軒丸瓦 

（奈良時代） 



資料名 時代 作者/出土地 所蔵 内容

1 小形仿製鏡
こ が た ぼ う せ い き ょ う

弥生時代 織島東分遺跡出土 祐徳博物館寄贈

2 ガラス玉 弥生時代 織島東分遺跡出土 祐徳博物館寄贈 青色のガラス玉3点

3 甕棺 弥生時代 織島東分遺跡出土 祐徳博物館寄贈
合口甕棺
昭和30年11月17日採集

4 須恵器　蓋 古墳時代 赤佐古古墳群出土 祐徳博物館寄贈 古墳からの副葬品

5 須恵器　長頸壷 古墳時代 赤佐古古墳群出土 祐徳博物館寄贈
古墳からの副葬品
昭和31年採集

6 土師器　高坏 古墳時代 赤佐古古墳群出土 祐徳博物館寄贈 古墳からの副葬品

7 須恵器　子持器台 古墳時代 小城町晴田出土 祐徳博物館寄贈 祭祀用

8 須恵器　甕 古墳時代 湯ノ谷古墳群出土 祐徳博物館寄贈 古墳からの副葬品

9 須恵器　𤭯
はそう

古墳時代 湯ノ谷古墳群出土 祐徳博物館寄贈
古墳からの副葬品
胴部の小孔に竹筒をさして水を注ぐ容器

10 須恵器　平瓶 古墳時代 湯ノ谷古墳群出土 祐徳博物館寄贈 古墳からの副葬品

11 須恵器　坏 古墳時代 湯ノ谷古墳群出土 祐徳博物館寄贈 古墳からの副葬品

12 土師器　坏 古墳時代 湯ノ谷古墳群出土 祐徳博物館寄贈 古墳からの副葬品

13 土師器　甕・皿　等 古墳時代 湯ノ谷古墳群出土 祐徳博物館寄贈 古墳からの副葬品

14 複弁八弁蓮華文軒丸瓦 奈良時代 寺浦廃寺出土 祐徳博物館寄贈
寺院の瓦に使用した
復弁八弁蓮華文

15 小城郡勝ヶ里御配分帳 寛永17年（1640）9月25日 鍋島式部少輔→甘木与四右衛門 岩松要輔氏寄贈
小城藩家臣甘木与四右衛門への知行
15石の明細を書いたもの。

16 御加増地渡目安 宝暦13年（1763）3月16日 野口久右衛門他→甘木甚右衛門 岩松要輔氏寄贈
小城藩家臣甘木甚右衛門へ5石の加
増を伝えたもの。

17 拝領屋敷渡方目安 弘化４年（1847）11月 江頭治右衛門他→甘木与四右衛門 岩松要輔氏寄贈
小城藩家臣甘木与四衛門へ1段分の
屋敷地を与えると伝えたもの。

18 鍋島麟太郎書状 寛政6年ヵ（1794）10月21日 鍋島麟太郎→静明院 岩松要輔氏寄贈
鍋島麟太郎が小城鍋島家の家督(第8代藩主)
を継いだことを祖母(静明院)へ伝えてい
る。

19 久丸書状 江戸時代 久丸→静明院 岩松要輔氏寄贈
久丸は静明院の娘で京都の正親町家に嫁い
だ久菊の子。祖母にあたる静明院に年頭の
あいさつをしている。

20 目録 江戸時代 鍋島捨若(直堯) 岩松要輔氏寄贈 鍋島直尭が進上した小袖などの内訳

21 玉型 江戸時代 ‐ 寄託 火縄銃の玉を作る道具

22 盃 明治時代 ‐ 木村博重氏寄贈
日露戦争時、出征した兵士が凱旋記
念に作成したもの

23 打掛「佐賀錦」 昭和期 ‐
太田久美子氏寄
贈

小城鍋島家の夫人が製作

24 中林梧竹書 明治25年 中林梧竹 寄託 壬辰の年。66歳の作品。

25 納富介次郎先生銅像建設記念帖 昭和9年10月刊行 購入
富山県立工芸学校（現高岡工芸高等学
校）内の納富介次郎銅像建設に記念
し、つくられた写真帖

小城市立歴史資料館・中林梧竹記念館「新収蔵品展」


